別紙１「ホール用」　　　　　　２０１５年度分　ホールにおける電気使用量等調査票　　　　平成28年　　月　　日
	ホール名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記入者（担当者）名）　　　　　　　　　　　

	住　　　　所
電話番号

ＦＡＸ番号
	〒

　電話番号　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号　　　　　　　　　　　　　　　　

	遊　技　機　台　数

	ぱちんこ遊技機
	回胴式遊技機
	その他
	総台数

	　　　　　　　　　　台
	　　　　　　　　　　　台
	　　　　　　　　　　台
	　　　　　　　　　　　　　　台

	延床面積（小数点以下四捨五入）※駐車場は含めない
	営業日数（年間）
	　　　　　　　　　　　　　　　　日

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ2
	営業時間（１日）
	　　時　　分　から　　時　分まで
	計　　時間　　分


①遊技機台数の「その他」は、｢ぱちんこ遊技機｣、｢回胴式遊技機｣以外の遊技機です。「パロット」は、「回胴式遊技機」です。

②延床面積は、ホールの営業に関係している場所（下記の「請求金額」部分と合致。）全てについてご記入していただきますが、駐車場は含まないで下さい。（下記の請求金額に駐車場の電気使用量が含まれている場合でも上記の延床面積欄には駐車場の面積は含めないで下さい。）
（１）貴ホールにおける契約電力会社、電気使用量及び最大需要電力
	契約電力会社名
	
	

	
	電気使用量（kWh）
	最大需要電力（月最大デマンド値）（kW）

	２０１５年４月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　　５月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　　６月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　　７月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　　８月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　　９月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　１０月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　１１月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　１２月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	２０１６年１月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　　２月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	　　　　　３月
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kW

	合　　計
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kWh
	                                                      


①電力会社からの「電気料金等請求書」、「電気ご使用量のお知らせ」等に記載されている2015年4月から2016年3月までの電気使用量および最大需要電力（月最大デマンド値）をご記入下さい。

②電気使用量は、「契約電力」、「最大需要電力」、「最大デマンド値」と間違えないようにご記入下さい。
　　③最大需要電力（月最大デマンド値）は、「契約電力」と間違えないようにご記入下さい。
　　④テナントの場合は、管理会社等からの請求書により、当該ホール分をご記入下さい。

　　⑤複数ホールの合計のみ把握し、記入している場合は、ホール数をご記入下さい。→→→→→→→→

（２）貴ホールにおけるＣＯ２排出抑制対策について

下記の項目で、既に貴ホールに導入されている対策（2015年度に導入したものも含む）に○を付けて下さい。
また、貴ホールで未導入対策のものの中で、今後導入したい対策には△を付けて下さい。
　Ａ 担当者を決めて節電対策を行っている　　　　　　　　　Ｂ 電気の「見える化」設備を導入している（契約用の計量器は除く）
　Ｃ ＬＥＤ照明を導入している　　　　　　　　　　　　　Ｄ 空調の設定温度を（節電寄与のため）ルール化している

　Ｅ 営業時間以外は、ホール照明を全灯にしていない　　　Ｆ 電力ピークカット対策を行っている
　Ｇ ホールに太陽光発電設備を設置している　　　　　　　Ｈ 省エネに配慮された建物構造になっている
　Ｉ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）ライトダウンキャンペーンへの参加について
2015年度は、環境省において「ライトダウン2015」と題し、夏至ライトダウン（ブラックイルミネーション）とクールアース・デー（七夕ライトダウン）を呼びかけるなど、6/21から7/7まで節電ライトダウンの啓発期間としておりました。
1．環境省の夏至ライトダウン及び七夕ライトダウン（それぞれ6/21と7/7の午後8～10時（時間はホールの都合により適宜設定可））に
　　　　Ａ 参加した。　　　　　　　Ｂ 参加しなかった。　　　　　　　Ｃ 参加したか参加しなかったかわからない。
2．環境省の節電ライトダウン啓発期間（6/21～7/7）に夏至及び七夕の日以外のライトダウンを自発的に
　　　　Ｂ 実施した。　　　　　　　Ｂ 実施しなかった。　　　　　　　Ｃ 実施したか実施しなかったかわからない。
（４）その他　　該当する　　に○印を付けて下さい。

1．電力小売自由化に伴い、自由に電力会社を選定出来るようになりましたが、貴ホールが選ぶポイントに○を付けて下さい。
　　　　Ａ 環境に配慮した電気※　　Ｂ 料金の安い電気　　Ｃ 停電危険性の少ない電気　　Ｄ 信頼性の高い会社の電気
　　　　Ｅ 今のままが良い　　Ｆ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　 ※「環境に配慮した電気」： CO2排出量の少ない発電所（太陽光発電所、水力発電所等）から電力を調達して販売する電気
　  2．貴ホールとして、更なる電気使用量削減を通してのＣＯ２削減活動に、今後必要だと思う（期待する）項目に○を付けて下さい。
　　　　Ａ 従業員の意識の向上　　Ｂ 省エネ設備への更新　　Ｃ 業界全体での具体的な取組　　Ｄ これ以上無し
　　　　Ｅ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
以上
※２社以上の電力会社と契約している場合は、電力会社名を２つ


記載し、数値については、合算した値をご記入下さい。
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